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に伴うcontaminationなどを議論した．またR6ttger

およびLarsenは，西独SOUSYレーダーなどによる

研究例を紹介した．

　Chung－Liレーダーは，地理的に日本の京大MUレ

ーダーとインドネシアに計画中の赤道レーダー（山中・

中村，1989；山中他，1990；加藤他，1990等参照）との

間に位置し，従って赤道・西太平洋域の大気圏総合観測

ネットワークの意味において国際赤道大気観測所

（ICEAR）計画と無縁ではない．今回のワークショップ

はで，KatoおよびWiryosumartoがそれぞれ日本側お

よびインドネシア側の計画を紹介した．さらにワークシ

ョップ終了の翌19日に台北市内において，加藤教授を中

心に，目本インドネシア科学技術フォーラム（JIF）の

所沢事務局長らも参加して，ICEAR計画に関する打合

せが行われた．

　過去10年ほど大型レーダー観測の中心を占めていた中

層大気については，Fukaoの渦拡散係数，Tsudaの重

力波に関する最近のそれぞれの研究のrevicw的講演，

Yamanakaの準単色波のモデル化の話，Nakamuraの

MUおよびAdelaideレーダー観測に基づく中間圏重

力波の気候学などの他，Chu，SuおよびNakamuraが

流星エコー観測を用いた中間圏界面付近の風速測定結果

についてホットな議論を展開し，最後にFukaoが電離

圏に関する最近のMUレーダー観測をreviewした．

何れもMAP期のケーススタディの脱却を志向してお

り，これまでに指摘されたスペクトルなどに見られる普

遍性のほかに，季節変化傾向などに関する新たな知見が

見出されている．

　おしまいに，筆者は今回が初めての訪問であったが，

発展著しいNIESの雄・台湾の実力が大学キャγパス

（米国の大学並みの広々とした感じ）の内外に見受けら

れた．会議の運営は蘇教授以下（prettyかつconsid－

erateな）秘書嬢ならびに学生諸氏によって極めてスム

ーズに運営され，初日終了後の余学長主催の晩餐会のみ

ならず期間中の昼食にも食べきれない程の美味しい中華

料理が用意されるなど，終始歓待を受けた．アジア地区

の大型レーダー観測の貴重な仲間として，お互い今後の

一層の発展への努力を誓い合った数日間であった．な

お，日本側メソバーの本ワークショッブ参加について

は，深尾教授ならびに松野東大教授の委任経理金に拠っ

た他，JIFにも後援を仰いだので，これらの関係各位

にも厚く御礼申上げる次第である．
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平成2年度（第27回）秩父宮記念学術賞推薦要項

　趣旨：秩父宮記念学術賞は，秩父宮殿下が，財団法人

日本学術振興会総裁として，我が国の学術振興のために

多大の尽力をされた御事蹟を記念して昭和38年度に制定

されたもので，秩父宮殿下が格別に深い関心を寄せられ

た「山」に関する科学で顕著な業績を挙げた者に授与さ

れる．受賞者の選考および授賞は日本学術振興会が行

う．

　授賞の対象：「山」に関する個人またはグループによ

る学術上顕著な研究調査の業績で，次の各条件を満たす

ものを対象とする．

　①山に関する学術的研究調査であること．
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②　山における自らの実地研究調査活動を中心とする

　ものであること．

③新しい知見またはデータの収集等により，新領域

　の開拓または研究の進展に貢献すると認められるも

　のであること．

④　学術文献として公刊されているものであること．

　（現在印刷中等のもので，平成2年12月末までに必

ず公刊されるものを含む）

推薦の締切期日：平成2年10月20日（土）

　（気象学会提出締切期日：10月12日）

嵐天気”37．9．


